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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。
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「北米英語幹部教育」開催
ロサンゼルス教会に新英訳『法華経の新しい解釈』翻訳者
ドミニク・スケランジェロ博士を迎え法華経を研鑽
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「故郷」に帰る私たち

庭野日鑛
立正佼成会会長



会長法話
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法華経の教えをとても深く学ばれているのですね。

どのようなきっかけで信仰をするようになったのですか？

何か転機はあったのですか？

法華経の中で心の支えにしている教えはありますか？
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台南教会　羅 公英

Interview 
後ろ姿で人さまを導ける人間になりたい

ロ　コンイン
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手どりやお導きをとおしての体験を聞かせてください。

立正佼成会の魅力はどういうところだと思いますか？

Interview 
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最後に今、願っていることや今後の目標を聞かせてくだ
さい。

Interview 



まんが立正佼成会入門
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会員になったら

当番修行で自分を磨く

大聖堂や教会でお給仕をしたり、玄関で手を合わ
せて参拝者を迎えたり、掃除をすることを「当番修
行」といいます。
みんな、だれかに言われて行なっているのではな

く、自分を磨くために進んで実践しています。玄関

で参拝者に手を合わせるのは、相手を拝む行。掃除
は自分の心のくもりを取りのぞく行です。
どのような修行でも、「やってあげる」ではなく、

「させていただく」という気持ちを大切にしてい
ます。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
立正佼成会では、よく「させていただく」
という言葉をつかう。これは自分の行ない
を一歩下がって言うときにつかう言葉だ
が、「仏さまや人さまを尊敬します。威張
らず謙虚になります」という気持ちが込め
られている。



まんが 立正佼成会入門
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地球にやさしい生き方を
「地球温暖化」という言葉を聞いたことがある

と思います。人間が自然環境に配慮せずに快適な生
活を送ってきたせいで、大気の温度が上がっている
のです。私たちは地球の恩恵を受けているのですか
ら、自然環境を大切にしていかなければなりません。
仏さまは、生きものをむやみに殺さない、もの

を無駄にしないと教えています。まだ使える鉛筆や
ノートを捨ててしまえば、原料の木を無駄にするこ
とになります。
私たち一人ひとりが考えなければならない問題で

すね。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識

冷房の温度を一度高く、暖房の温度を一度
低く設定する。テレビを観る時間を減らす。
買い物袋を用意する。電化製品の主電源を
こまめに切る。風呂のお湯を洗濯につかう。
地球温暖化防止のため、すぐにはじめよう。
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多くの仏を供養した人

たとえば、お釈迦さまは、「智慧第一」と称えられた大弟子・舎利弗への「授記」に
際して、「我昔汝をして仏道を志願せしめき」( 譬諭品 ) と説かれ、舎利弗との過去世
からの因縁をお説きになっています。
また、長年にわたっておそばに仕えた阿難に対する「授記」のくだりでは、「私と阿

難は、過去世に空王仏のもとで、ともに仏になろうと発心をした。阿難は常に法を聞
くことを願っていたが、私は常に教えの実践につとめた。それが、私が早く仏の悟り
を得た理由である」とおっしゃっています ( 授学無学人記品 )。そのお言葉を聞いて、
阿難はたちまち、前世で立てた大願を思い出すのです。
こうして、前世から仏さまと尊い「縁」で結ばれているのは、舎利弗や阿難のよう

な大弟子だけではないのです。私たちも同じです。私たちもまた、何度も生まれ変わ
るたびに、仏さまに会いたてまつってきたのです。
法華経の「法師品」には、こう説かれています。
「是の諸人等は已に曽て十万億の仏を供養し、諸仏の所に於て大願を成就して、衆

生を愍むが故に此の人間に生ずるなり」
これは、非常に大事な一節です。
「この人たち」( つまり、私たち ) は、前世で多くの仏さまを供養し、多くの人を救

うという菩薩の願いをなしとげた人であり、本来は浄土に住むべきなのに、この世で
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苦しむ人びとをあわれむ心から、苦難の多いこの人間の世界に生まれてきたというの
です。
実際問題として、私たちはそういう前世のことはすっかり忘れています。けれども、

私たちが忘れていても、心のどこかにそういう前世の記憶が刻みこまれているのです。
身近な例で考えますと、私たちは、生まれてこのかた、多くの人からいろいろな教

えを受けてきました。両親はもちろんのこと、小学校や中学校の先生、そして町内の
おじいさんやおばあさんからも、いろいろと教えられたはずです。その教えをすっか
り忘れているのが常ですが、何かの折に、「ああ、あの人からこんなことを教わったこ
とがあった」と思い出すことがあります。
「仏さまとの縁」というのもそれと同じで、もっともっと深いものなのです。そして、

仮にそれを忘れていても、あるとき、機縁が熟して仏さまと尊い縁に結ばれていたこ
とに気づくのです。
こう見てきますと、みなさんがいま、仏さまの教えに出会い、仏道に精進されてい

るのは、前世において仏さまとのご縁があったからなのです。それだけの「徳」を積
んだ人なのです。どうか、そのことを心の底にかみしめていただきたいものです。そ
うすれば、
「仏さまがいつもそばにいて、見守ってくださっている」という、何ともいえない

安心感をおぼえるに相違ありません。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.55-57
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日本では暑い日が続いておりますが、皆さんはいかがお過ごしでしょう
か。
今月の会長法話には、開祖さまの最期のご様子が詳細に記されておりま

す。1999 年 10 月 4日の離別の日のことを、私は 25年が経過した今も鮮
明に覚えています。10時 34 分のご入寂の報は、すぐに教団中に流されま
した。当時普門館のWCRP 日本委員会事務局に務めていた私は、心の中で
黙とうを捧げながらも、息つく間もなく対外的にご親交のあった関係者に
第一報を送るという慌ただしい作業に追われました。この日の夕刻、私は
京都から弔問にお越しくださった天台宗の高僧を、開祖さまのご自宅まで
ご案内する大役を頂戴しました。お迎えにあがった東京駅からタクシーを
飛ばし、ご自宅に到着したのは、とっぷりと日が暮れて暗くなった 6時過
ぎでした。
弔問客で溢れるご自宅には、開祖さまの全身が見えるようにと、透明な

ガラスの蓋をしつらえた棺が置かれていました。いつもの見慣れたフロッ
クコートにお襷姿の開祖さまは、生前と変わらず穏やかなお顔で弔問客の
お一人お一人に合掌され、ご挨拶をされているようで、そのお姿は私の心
に鮮明に刻み込まれました。
会長先生は、「生前の生き方や人柄が人びとの胸中で生きつづけることも、

『不死』の一つの形」と教えてくださっています。私も開祖さまのように、
ご縁をいただいたすべての人に、穏やかな心で合掌を続ける日々を過ごし
てまいりたいと思います。

特別な一日

2024 年 4月 6日、入林式を終えた海潮音科生と（法輪閣）
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